
校長 氏橋 俊司
梅雨の頃となり、あちこちで紫陽花が雨に美しく濡れています。１学期の教育活動も後

半を迎え、各学年とも学習のまとめに入るとともに、この時期ならではのスポーツ、水泳
学習に熱心に取り組んでいるところです。
今月初めに、５年生の子どもたちは船上山少年自然の家で、統合後本校初の行事となる

「宿泊学習」を実施しました。登山やカヌー体験などの自然を満喫しながら、宿泊を通し
て友達同士のつながりを深めるグループ活動を行い、十分な達成感や満足感を得て行事を
終えました。これから先の10年を見据えたとき、子どもたちには相手の存在を認め、尊重
し、進んでコミュニケーションをとりながら、折り合いを付ける力が求められます。その
意味から、この宿泊学習を新たな取り組みとして、本年度より行事に位置づけました。
ところで鳥取県の教育では近年、「ふるさとキャリア教育」という言葉をよく耳にしま

す。子どもたちが自立し、自分らしい生き方を実現するとともに、将来にわたりふるさと
鳥取を思い、様々な場面で鳥取を支えていくことができる児童生徒の育成をねらっている
教育です。本校でもかねてより地域の皆さんのご支援のもと、智頭町に関わる「ひと、も
の、こと」について学んできました。総合的な学習の中で体系的に学習を進めてきました
が、統合後１０年が過ぎ、あらためて本町への誇りと愛着が育ってきたのか、地域に主体
的に関わる力がついてきたのか、検証する時期と言えます。折しも本年度よりコミュニテ
ィ・スクール（学校運営協議会）が７月よりスタートし、めざす子ども・地域・学校の実
現を総掛かりで進めることになりますので、地域と学校の在り方を見つめ直す時期でもあ
ります。本校としても、地域・保護者の皆様方のサポートをいただきながら、次代を担う
子どもたちの健全育成を図って参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

今年の秋、本校では鳥取県の理科教育研究大会を開催する予定です。昨年より少しずつ
準備をしていますが、この機会に智頭の豊かな自然を子どもたちにもっと感じさせたいと、
学習や生活の中で生き物や植物の話題を多く取り上げています。子どもたちの目に触れや
すい場所に花を飾りその名前をクイズにしたり、放送で取り上げたりと、次第に子どもた
ちの関心も高まり始めました。しかし、教職員は十分な知識は持ち得ていませんので、智
頭の自然のすばらしさを感じるまでには至っていません。「この花の名前、何か分かりま
すか？」このような会話が職員室で飛び交っている現状です。教職員も日々勉強です。
そこで地域や保護者の皆様にお願いがあります。皆さんのおうちやその周りで今咲き誇

っている花を子どもたちに紹介したいと思います。その時期、その季節の花を感じさせた
いと思います。よろしければその花を学校にお持ちよりいただけませんか？ 学校では、
それを子どもたちに紹介していきますので、よろしくお願いいたします。なお、地域に生
息する生き物についても、各クラスでは大切に育てています。珍しい生き物や智頭らしい
生き物など、面白い情報、興味深い情報があれば小学校までお寄せください。

お問い合わせ先： 教頭 佐藤秀樹 電話 ７５－００４４
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学校前のフェンス沿いにマツバギクの花がきれいに咲いてい
ます。平成４年の開校当初に学校前を彩るようにと、地
域の方が植えて手入れも続けてくださったものです。10
年を経てしっかりと根付いた姿を見せています。コミュ
ニティ・スクールも７月には動き始めます。保護者・地
域の皆さん、アイデアとご協力をよろしくお願いします。

 


